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令和４年度 全国学力・学習状況調査の分析について 

 

本年度、６年生を対象として「令和４年度全国学力・学習状況調査」を実施し、９月上旬に個人ごとの

結果をお返ししました。また吹田市でも、今回実施した調査結果の概要を吹田市のホームページを通じ

て公表しております。 

 この調査は小学校の最終学年のみを対象とした調査であり、教科も国語と算数、理科に限られており

ます。また、測定されたものは学力の一部であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。その

ことを踏まえつつ、調査によって得られた課題を明らかにし、その改善に全力を注ぐことが、調査本来の

ねらいであると考えております。 

 対象となった６年生には、よりきめ細かな指導ができるよう取り組みを進めるとともに、学校全体として

課題に応じた学力向上につながる具体的な指導方法の工夫改善も図ってまいります。各ご家庭におか

れましても、以下の分析結果をもとに、今後の家庭学習の指針として、参考にしていただきますようお願

いいたします。 

 

１ 教科に関する調査の分析 

●国語《概要》 

・本校児童の正答率は全国値よりやや下回っている。 

・選択式の設問の平均正答率は全国値をやや下回っているが、記述式の設問では全国値を下回ってい

る。 

・全体的に無回答率が全国値より高い。 

言葉の特徴や使い方に関する事項・・・・全国値よりもやや上回る 

・「言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあることを捉える」設問では、全国値を上回ってい

る。一方で、無回答率がどの設問も全国値よりも高いことから、最後まで取り組まずに諦めてしま

う児童が一定数いると思われる。 

我が国の言語文化に関する事項・・・全国値よりも下回っている。 

・無回答率が全国値よりも高いのは、調査問題最後の設問ということもあり、時間が足りずに無回答

が増えているのではないかと考えている。また、設問の形式が大きく変わったこともあり、問題の

意図が理解できなかったことも予想される。 

話すこと・聞くこと・・・全国値よりやや上回っている 

・互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、自分の考えをまとめることはできている。 

・自分の考えを書く問いでは無解答がなく、全員が自分の考えを述べることができている。 

書くこと・・・全国値より下回っている 

・文章全体の構成や書き表し方などに着目して文や文章を整える問題と、文章に対する感想や意見を

伝えあい自分の文章の良いところを見つける問題では無解答率が高く、文章をまとめることができ

ずに最後まで書ききれていなかった。 



- 2 - 

・「書くこと」全体を通すと無解答は低く、書く意欲がないわけではない。 

・問題の意図を汲み、長文で書くことに苦手意識を持っている児童が多い。 

読むこと・・・全国値とほぼ同じである 

・物語全体から、相互関係を考えて読み取る問題では、大阪府や全国からみても上回る結果であった。 

・人物像や物語の全体像を具体的に想像する問題では正答率が全国値を下回る結果であった。自分で

考え、まとめることに難しさを感じた児童が多かった。 

・短答式の問題での無回答率が目立った。 

●国語科における成果と今後の改善点について 

自分の考えを書くことや、まとめることについては、言葉を選び文章化することができていた。それ

が無回答率の低さにつながったと考える。ただ登場人物の心情を想像し具体的に書くことに関して

は難しさを感じる児童が多かった。物語が長文であることから集中力が次第になくなっていき、問い

が進むにつれて無回答が目立ったこともこれからの課題であると考える。問題の量や質などの全体

把握を先に行い、時間配分を考えて進めていくことに普段から意識して取り組んでいくことが肝要で

ある。 

言葉の使い方や特徴は解答率も高く、前後の文脈をしっかり読み解き進めることができていた。た

だ、数少ない漢字の問いに不安を覚える結果となった。漢字等の基礎基本の定着に向けた取り組

みを考えるとともに、読書活動の充実を図りながら、授業の中で幅広い言語に触れることを大切にし

ていきたい。 

 

●算数《概要》 

・本校児童の正答率は全国値をやや上回っている。 

・記述式の設問の平均正答率は、全国値を上回っているものもあるが、下回っているものもある。 

・全体的に無回答率が全国値よりやや高い。 

数と計算…全国値を上回っている。 

・基本的な計算や求め方は理解しているが、設問１（３）の「示された場面を解釈し、除法で求める

ことができる理由を記述する」問題では、途中まで記述できるものの、最後まで回答できなかった

児童が多く見られた。記述式で答えることに課題がある。 

図形…全国値をやや下回っている。 

・本領域は全部で４題。うち１題は全国値を上回っているが、３題は下回っている。プログラミング

と組み合わされた問題で、さまざまな多角形を描くプログラムについて、正しいものを選んだり書

き直したりするものがあった。しかし、プログラムを見て、図形の組み立てをイメージすることが

できないことに課題がある。 

量と測定…今回は設問なし。 

変化と関係…全国値を上回っている。 

・本領域は全部で４題。４題とも全国値を上回っている。百分率で表された割合についての理解はで

きている。しかし、「数量が変わっても割合は変わらない」ことを理解している児童は少なく、正

答率は低い。 

データの活用…全国値をやや上回っている。 

・本領域は全部で３題。うち２題は全国値を上回っている。表や分類整理されたデータを基に、数や

データの特徴を捉え考察することはできている。設問３（３）「目的に応じて円グラフを選択し、

必要な情報を読み取ることができる」の選択式問題は、全国値をやや下回った。 
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●算数科における成果と今後の改善点について 

算数の正答率は、全国の平均をやや上回ってはいるが、「図形」の領域では、課題が見られた。

基本的な知識や技能は理解できているものも多いが、考えや理由を問われる問題においては、日々

の授業の中でも苦手意識がある児童が多く、正答率の低さや無回答率の高さが見られた。 

 今後も基礎基本の定着を図り、自分の考えを言葉や式、図、表、グラフ等を用いて表現する時間

を確保し、友達にわかるように説明したり、友達の考えを理解し、ともに深め合っていったりする

授業を展開していきたい。特に「図形」の領域では、図形をイメージできるよう視覚的支援をしな

がら、それぞれの形の意味や性質、構成の仕方の理解を深めていく。 

 

●理科《概要》 

・本校児童の正答率は全国値とほぼ同じである。 

エネルギー・・・全国値をやや下回っている。 

・日光が直進することは理解しているものの、問題に書かれている実験に関して、複数の情報か

ら実験の結果を推測し、考察するところに課題があった。 

粒子・・・全国値をやや上回っている。 

・実験道具の名前や使い方を理解することができている。また実験結果の資料から必要な情報を

読み取ることもできている。 

生命・・・全国値をやや上回っている。 

・昆虫の体のつくりや育ち方、食べ物など、知識はよく理解できている。しかし、記述式の設問

に対して、適切に答えることが難しかった。また無回答になる児童も目立った。 

地球を柱とする領域・・・全国値をやや下回っている。 

・季節や時間とともに気温が変化すると理解できている。しかし設問の意図を正しく読み取るこ

とについて課題があった。 

●理科における成果と今後の改善点について 

理科の正答率は、全国の平均をやや上回っており、基本的な概念を柱とした理科の内容を理

解する力はついていると思われる。活用的な問題についての正答率は全国を下回っている。知

識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のために構想を立て、実践

し評価・改善する力をつける必要があると考えている。また、複雑な資料から必要な情報を読

み取る力や、自分の考えを文章で表す力も身に着けていく必要がある。これらの力を身に着け

るためにも、現在、授業の中でノートをまとめたり、実験の考察や自分の考えを記述すること

に取り組んでいる。 

 

 ２ 生活習慣や学習環境等に関する調査の傾向 

・「朝食を毎日食べていますか」という項目に対して、「している」と答えた児童数は、全国値を下

回っている。 

・携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、「家の人と約束を守っていますか」

という項目に対して、「持っていない」と答えた児童数が全国値を上回っている。また、「きちん

と約束を守っている」と答えた児童数は、全国値を上回っている。 

・「自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしていますか」という項目に対して、「当てはま

る」と答えた児童数は全国値を上回っている。 
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・「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。」という項目に対して、「当てはまる」

と答えた児童数は全国値を下回っている。 

・「人が困っているときは、進んで助けていますか。」という項目に対して、「当てはまる」と答え

た児童数は、全国値より下回っている。 

・「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」という項目に対して、「当ては

まる」と答えた児童数は全国値を下回っている。 

・「友達と協力するのは楽しいと思いますか」の項目に対して、「当てはまる」と答えた児童数は、

全国値を上回っている。学校生活の中で、協力するよさを学ぶことができていると考えられる。 

・「学校の授業時間以外に、普段（平日）、１日当たりどれくらいの時間勉強をしますか。」という

項目に対して、「３０分より少ない」「全くしない」と答えた児童が２割を超える。 

・「土曜や日曜など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。」という項

目に対して、「１時間より少ない」「全くしない」と答えた児童が半数以上いる。 

・「学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか。」という項目に

対して、読書時間は全国値を上回っている。 

・「学級の友達と意見を交換する場面で、ICT 機器を、どの程度使っていますか」という項目に対して、

使用する頻度は全国値を下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の取り組み 

 教科に関する結果を踏まえ、算数科・理科では平均正答率が全国平均より上回っているものの言語・

書くことに依然課題が残っている。今年度の研究テーマを「自分の考えを相手に贈る」に設定した。児童

が「相手意識をもって話したり書いたりできるようになること」「語彙を豊かにすること」という目的をもって学

習に取り組むことが重要だと考え、授業の中で、自分の考えを話したり書いたりする活動を多くとり入れて

いる。また「自分の考えを言葉にする学習活動」と「知らない言葉や言葉の使い方を身に着ける学習活

動」の両方を取り入れる授業を進めることで「自分の考えを相手に贈る力」を高めていく授業づくりをさら

に進めていく。 

また、生活環境や学習習慣等の結果を踏まえ、基本的生活習慣の定着、生活規律・学習規律等の規

範意識の醸成に努めなくてはならない。子どもたちの自尊感情や自己有用感を育み、人間関係づくりを

醸成させる取り組みを進めるには、学校としてより一層、家庭・地域と連携する必要がある。今回の分析を

踏まえ、努力を重ねてまいりますので、今後も本校の取り組みに対してご支援、ご協力をお願いいたしま

す。 

自分でやると決めたことはやり遂げるようにしている児童が多く、責任感が育ってきているよう

である。一方で、失敗を恐れないで挑戦することや人が困っているときに助けようとする気持ちに

ついては課題がある。自己決定・挑戦する機会を意識的に増やしていく必要があり、結果にかかわ

らず取り組んだ過程や姿勢を評価し、行動する積極性を育てていきたい。また、いじめについて、

今年度もいじめ予防授業の取り組みに加えて、お互いを思いやり、生命や人権を大切にすることの

良さに気づく機会を増やしていく。 


